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JSPO「スポーツと環境」レポート 2023-01号

公益財団法人日本スポーツ協会　スポーツ科学研究室
研究員　石塚 創也

はじめに

　国民体育大会は、1946（昭和 21）年から都道府県対抗、各都道府県持ち回り方式で毎年開催される総合
スポーツ競技大会であり、「広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康増進と体
力の向上を図り、併せて地方スポーツの推進と地方文化の発展に寄与するとともに、国民生活を明るく豊か
にしようとする」ことを目的として開催されている 1）。また、1961（昭和 36）年以降は、国のスポーツ基
本法に定める行事の一つとして、日本スポーツ協会（以下「JSPO」と略す）、文部科学省および開催地の都
道府県の三者共催で開催されている。なお、2024 年から「国民スポーツ大会」に名称が変更された。
　2023 年度には、国民体育大会（夏季大会／秋季大会）は鹿児島県において特別国民体育大会「燃ゆる感
動かごしま国体」、国民スポーツ大会冬季大会は北海道（苫小牧市）にて第 78 回国民スポーツ大会冬季大会
スケート競技会・アイスホッケー競技会「新たな光へ！とまこまい国スポ 2024」、山形県にて特別国民体育
大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」として開催された。なお、特別国民体育大会「燃ゆる
感動かごしま国体」は、2020 年に開催される予定であった第 75 回国民体育大会が新型コロナウイルス感
染症拡大の影響により延期され開催されたものである。
　2013 年、国民体育大会の果たす意義や価値についての再検討がなされ、「21 世紀の国体像〜国体ムーブ
メントの推進〜」 2）が発表された。ここでは、社会情勢の変化について取り上げられ、国民体育大会に求め
られる視点の一つとして、スポーツ組織や競技設備の整備による「地球環境に及ぼす影響」が提示された。
拙稿「国民体育大会における環境保護・気候変動対策（令和 4 年度）」3）においても提示したように、気候変
動や生物多様性の損失への対応などの環境保護のための取り組み（以下「環境保護・気候変動対策」とする）
を推進することは、国民スポーツ大会自体の存続にとって喫緊の課題となっている。

また、環境保護・気候変動対策を推進することは「ガバナンス」の文脈でも語れるようになっている。
IOC 4）は，2017 年に「IOC 持続可能性戦略（IOC Sustainability Strategy）」を公表し、環境保護・気候変
動対策に関連する内容を含む 5 つの重点項目を設定した上で、優れたガバナンスは「持続可能性

（sustainability）」を確保するための前提条件であり、ガバナンスを確保することで持続可能性に関する課題
を理解でき、その解決に取り組むことが可能な組織を構築することができると捉えている。さらに国内では、
2023 年に「スポーツ団体ガバナンスコード」が改定され、現在では企業等がサステナブルな経営や多様な

国民体育（スポーツ）大会における
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ステークホルダーに配慮することが要請されるようになり、環境配慮や社会課題解決も社会・経済活動の前
提であることが前文に明記された 5）。なお、同コードを策定するための基準の 1 つとなった国内上場企業の
ガイドライン「コーポレートガバナンス・コード」には、ステークホルダーとの適切な協働に関する内容を
示した「基本原則 2」の「考え方」や「原則 2-3. 社会・環境問題をはじめとするサステナビリティを巡る
課題」の「補充原則」として，気候変動などの地球環境問題への配慮が重要な経営課題であるとともに，こ
れらに積極的かつ能動的に取り組むよう検討すべきことが示されている 6）。したがって、近い将来、統括団
体や競技団体、開催地組織委員会・実行委員会などのスポーツ関連団体は組織におけるガバナンス確保の観
点からも主体的に環境保護・気候変動対策に取り組まなければならなくなると考える。
　そこで本稿では、今後の国民スポーツ大会における気候変動対策の推進に資する基礎資料の提供を主な目
的として、2023 年度に開催された下記における環境保護・気候変動対策の調査結果を報告する。
　• 特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」
　• 第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会「新たな光へ！とまこまい国

スポ 2024」
　• 第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」

Ⅰ 特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」

　特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」（以下、「かごしま国体」略す）では、昨年度開催された第
77 回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」にて発出されたような環境保護・気候変動対策に関する方針
や「推進宣言」等は提示されなかったが、以下のような取り組みが実施された。

1. 開会式におけるパフォーマンス「生命の鼓動〜鹿児島の自然・生命の力強さを表現〜」
　開会式では、県内の高校生による式典演技として、「生命の鼓動〜鹿児島の自然・生命の力強さを表現〜」
をテーマとし、奄美群島や屋久島などの鹿児島県の自然の豊かさ、そこに宿るさまざまな生命が集まり生み
出す鼓動を表現していた（資料 1）。

資料1　 鹿児島県の自然の豊かさを表現するパフォーマンス（筆者撮影）
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2. 桜島の火山灰を利用したメダル
　メダルには、国指定の伝統工芸品である本場大島紬の龍郷柄や薩摩焼の籠目透かし彫り、県花のミヤマキ
リシマなどの絵柄がほどこされるとともに、桜島の火山灰プレートが使用された（資料 2）。

3. リユース素材を利用したバッグを制作するワークショップの開催（セーリング競技）
　セーリング会場では、日本セーリング連盟環境委員会が主体となり、使い古したセールを利用してバッグ
を作るワークショップを、2 日間で計 3 回開催した（資料 3）。

4. ごみの分別・ごみステーション
　各会場ではごみの分別がなされていた（資料 4）。また、比較的規模の大きな会場では、「ごみステーショ
ン」が設置されていた（資料 5）。

資料4　ごみの分別（筆者撮影）

資料5　ごみステーション（筆者撮影）

資料2　桜島の火山灰を利用したメダル（天皇杯・皇后杯）（実行委員会HPより）

資料3　使い古したセールを利用してバッグを作るワークショップ（日本セーリング連盟業務執行理事永井氏提供）
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5.「省エネ行動」の推進（県民・事業所向け）
　鹿児島県の環境林務課環境林務課地球温暖化対策室は、特別国民体
育大会「燃ゆる感動かごしま国体」を「省エネ行動で応援しよう！」
題して、県民や企業の省エネ行動を二酸化炭素排出量に換算し、開会
式及び閉会式で排出される二酸化炭素排出量をオフセットする、とい
う取り組みを実施した（資料 6,7）。また、この取り組みに関しては、
開会式開催日にぐりぶー広場にて広報ブースが設置された（資料 8）。
なお、同地球温暖化対策室によれば、換算値であり，実際の削減量と
は異なるものの、開会式及び閉会式では 471 トンの二酸化炭素が排
出され、県民や企業の省エネ行動により 1,060 トンがオフセットさ
れたという（資料 9） 7）。

資料6　省エネ行動への協力を広報する
ポスター（鹿児島県HPより）

資料9　省エネ行動の実績を広報する
ポスター（鹿児島県HPより）

資料7　省エネチェックリスト（鹿児島県HPより）

資料8　ぐりぶー広場に設置された省エネ行動広報ブース（筆者撮影）
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Ⅱ 第78回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会
  「新たな光へ！とまこまい国スポ2024」

　第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会「新たな光へ！とまこまい国
スポ 2024」（以下、「とまこまい冬季国スポ」と略す）では、かごしま国体と同様、環境保護・気候変動対
策に関する方針や「推進宣言」等は提示されなかった。一方、エコバックの配布（写真 10）や、ごみの分
別（写真 11）が行われていた。また、主に競技会場間の利便性向上を目的としていたと考えられるが、選
手団や大会関係者、報道員等のシャトルバスによる輸送が行われていた。

Ⅲ 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」

　第 78 回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」（以下、「やまがた冬季国スポ」
と略す）では、「かごしま国体」および「とまこまい冬季国スポ」と同様、環境配慮に関する方針や「推進宣
言」等は提示されなかった。一方、エコバックの配布（写真 12）や、ごみの分別（写真 13）が行われてい
た。また、県内の観光ガイドブックを収納するクリアファイルには石灰石を原料とした環境配慮素材が使用
された（写真 14）。また、「とまこまい冬季国スポ」と同様、主に競技会場間の利便性向上を目的としてい
たと考えられるが、選手団や大会関係者、報道員、観客等のシャトルバスによる輸送が行われていた。

資料10　エコバッグ（筆者撮影）

資料12　エコバッグ（筆者撮影）

資料13　ゴミの分別（筆者撮影）

資料14　環境配慮素材が使用されたクリアファイル
（筆者撮影）

資料11　ゴミの分別（筆者撮影）
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おわりに

　本稿にて提示した 3 大会では、環境保護・気候変動対策に関する方針や「推進宣言」等は提示されなかっ
たが、開会式におけるパフォーマンス、エコバックの配布、ゴミの分別およびワークショップの開催など、
さまざまな活動が行われた。また、かごしま国体では、市民および地元企業参加型の「省エネ活動」として、
カーボンオフセットが実施された。但し、ここでは二酸化炭素排出量の削減を市民や地元企業への協力を求
めるのみで、主催者が主体的に削減した情報はみられなかった。また、この削減量の数値はあくまでも市民
や地元企業の自己申告によるものである。とはいえ、昨年度のとちぎ国体と同様に「見える化」が目指され
つつ、一部で環境保護・気候変動対策の重要性を啓発する取り組みがみられたといえる。
　やまがた冬季国スポでは、雪不足によるアルペン競技におけるコースの短縮や他地域からの雪の運搬が話
題となった。2024 年 2 月 21 日付の「山形新聞」は、1) 暖冬少雪および雨による融雪により、当初全長
1051.5m の予定であったコースが 2 月 19 日の時点で 480m に短縮され、さらに約 300m に短縮せざる
を得なくなったこと、2) 例年豊富な雪量を確保できるものの、冬季閉鎖中の最上東部広域農道や尾花沢市内
などから約 10,000㎥の雪を集め運び込んだこと、などを報じた 8)。また、やまがた冬季国スポの実行委員
会は、融雪により会場のトレーニングコースおよびウォームアップコースを閉鎖するとともに、コース保全
の観点からリフトからスタートまでの動線についてもデラパージュ（横滑り）で移動することを要請した 9）。
同 22 日の早朝にかけて積雪があったが、やはり十分な雪量が確保できず、土の色が滲んでいる状況であっ
た（資料 15）。とはいえ、このような状況にも関わらず、競技を実施できるようにするために尽力された関
係者の皆様に感謝と敬意を表したい。
 　将来開催される国民スポーツ大会では、環境保護・
気候変動対策に取り組み、大会が開催を重ねる毎にブ
ラッシュアップされていくべきであり、国民スポーツ
大会に関わる人々、延いてはスポーツに関わる人々が

「自分事」として認識できるような啓発活動を取り入れ
ていく必要がある。国内の動向としては、日本オリン
ピック委員会が、「スポーツを通じた気候行動枠組み
Sports for Climate Action Framework）」 10）への署
名を行い、二酸化炭素排出量を測定するとともに、削
減目標を提示し具体的に行動することを表明した 11）。
したがって、主催者である JSPO や開催地実行委員会等は、国民スポーツ大会自体の存続のために、かつ組
織におけるガバナンス確保のためにも、前述した「スポーツを通じた気候行動枠組み」の 5 つ原則（表 1） 
12）に沿った対応を行うなど、具体的なアクションを行う必要があるのではないだろうか。

表 1 「スポーツを通じた気候行動枠組み」5 つの原則

原則１ より大きな環境責任を担うため組織的な取り組みを行う

原則２ 気候変動の全般的な影響を削減する

原則３ 気候変動対策のための教育を推進する

原則４ 持続可能な責任ある消費を推進する

原則５ 情報発信を通じ気候変動対策を求める

資料15　赤倉温泉スキー場（最上町）アルペンコース
（筆者撮影）
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